
財　産　目　録

Ⅰ 資産総額 30,683,670,546 円

内 基本財産 22,071,953,777 円

運用財産 8,611,716,769 円

収益事業用財産 0 円

Ⅱ 負債総額 1,731,363,519 円

Ⅲ 正味財産 28,952,307,027 円

区　　　分 金　　　額

資産額

1 基本財産

土地 110,346.750 ㎡ 4,270,324,240 円

建物 73,305.250 ㎡ 12,278,495,495 円

図書 357,516 冊 1,836,569,599 円

教具・校具・備品 59,607 点 916,381,781 円

その他 2,770,182,662 円

2 運用財産

現金預金 4,741,710,560 円

その他 3,870,006,209 円

3 収益事業用財産 0 円

資　産　総　額 30,683,670,546 円

負債額

1 固定負債

長期借入金 0 円

その他 781,127,874 円

2 流動負債

短期借入金 0 円

その他 950,235,645 円

負　債　総　額 1,731,363,519 円

正味財産（資産総額－負債総額） 28,952,307,027 円







　２００７年度決算は、５月２３日の理事会で決議され、同日、評議員会へ報告された。�

　２００７年度は、智学館中等教育学校の開設および、大学・短期大学の学科改組を控え、施

設・設備関係支出の実績が目立った。それらは借入金に頼らず、すべて自己資金で賄い、第１�

号基本金の増額へつながっている。結果、次年度への繰越金減額となった。�

　貸借対照表をみて、多額の支出はしたものの全般的には安定した財務状況を維持するととも

に、規模の拡大につなげることができた決算内容である。

　ここ数年の気になる点としては、「学生生徒等納付金収入」の前年比減額と、「教育研究経�

費」の執行残額の点であり、今後、学生・生徒等の確保と、適正な予算配分・執行に努めなけ

ればならない。また、ここ数年来初めて、帰属収入に対する消費支出が超過したため、今後よ

り一層帰属収入の増額を目指す。

■２００７年度財務状況報告
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